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建建築築学学科科

「建築ゼミS」「建築ゼミ F」「卒業研究 S」「卒業研究 F」「建築デザインスタジオⅡ」

都都市市基基盤盤学学科科

「卒業研究A」「卒業研究 B」

環環境境リリススクク共共生生学学科科

「卒業研究A」「卒業研究 B」「環境リスク共生ゼミⅠ」「環境リスク共生ゼミⅡ」「環境リスク共生ゼミⅢ」

「環境リスク共生ワークショップ（次年度の履修が難しい場合に交換留学中の履修を検討する）」

学期途中に帰国し、その学期に履修登録を希望する場合は、速やかに都市科学部学務係窓口に申し出て、次の手順によ

り手続きを行う。

1. 履修申請用紙に登録したい科目を記入する。窓口に申し出た時点で、ターム科目は 3 週、セメスター科目は７

週が終了していない授業に限り、期間外の履修登録が認められる。

2. 学生自身で担当教員にも必ず履修の許可を得て、履修申請用紙に担当教員から署名または捺印、日付を記入し

てもらう。必ずターム科目は３週目、セメスター科目は７週目までに授業に出席をして許可を得ること。

3. 許可を得た後に履修申請用紙を都市科学部学務係へ提出する。

提出後、２～３日（土日祝日除く）で履修登録が完了されるので、学務情報システムにログインをして、時間

割表に登録した科目が記載されているか必ず確認をすること。

(2) 留学先で取得した科目の単位認定について

帰国後、留学先で取得した科目の単位認定を希望する場合は、都市科学部学務係窓口に申し出て、次の手順に従って

手続きを行う。なお、申請した科目が全て単位認定されるとは限らない。

1. 下記の書類を用意し、所属学科の教務・厚生委員に認定科目を決定してもらうよう依頼し、申請書に署名お

よび捺印をもらう。

・留学先の単位修得証明書（成績証明書）

・留学先のシラバス（和文または英文）

・本学のシラバス

・交換留学（派遣）修得単位認定申請書（都市科学部学務係窓口で配布）

2. 上記書類を都市科学部学務係へ提出する。

3. 単位認定承認後、都市科学部学務係窓口で単位認定書を受け取る。

※単位認定には 2 種類ある。「互換」は、留学先で取得した科目を本学の科目として読み替えることで、卒業に必要な単位

として算入が可能となるもの。「認定」は、留学先で取得した科目を成績証明書に記載することができるが、卒業に必

要な単位としては算入されないもの。

※１単位相当の授業時間数の科目を２単位の科目に読み替えたり、明らかに内容の違う科目で読み替えたりしないよ

うに注意すること。

※学則第 39 条の 3（前項、第 42 条、第 42 条の 2 及び第 55 条の規定により履修した授業科目について修得できる単

位並びに第 28 条及び第 43 条の規定により学部長が修得したものとみなし、又は与えることのできる単位の合計は、

60 単位を超えることができない）に留意して単位認定を行うこと。
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 履履修修基基準準等等

１１．．履履修修基基準準表表
 

卒業に必要な単位数を表す履修基準は以下のとおりである。

【【全全学学教教育育科科目目】】 年年度度のの入入学学生生にに適適用用すするる履履修修基基準準表表 （（数数字字はは単単位位数数））
 

基礎科目
グローバル

教育科目

イノベーション

教育科目

（注１）

健康

スポーツ

科目

外国語科目

（注３）

全学教育

科目合計人文

社会系

自然

科学系

都市社会共生学科

以上 以上
選択

（ 以上）

選択

（ 以上

以下）

英語科目 以上

初修外国語科目 以上

計 以上（注 ・注 ）

３０

建築学科

英語科目 以上

初修外国語科目 以上

計 以上（注 ・注 ）

都市基盤学科

環境リスク共生学科

全学科共通 高度全学教育指定科目から 年次以降に 以上（注 ）

（注１）「地域課題実習Ⅰ」、「地域課題実習Ⅱ」は全学教育科目としても開講されているが都市科学部生は「学部共通科目（ソーシャルプラクティス関連科目）」として修得する。

（注２）高度全学教育指定科目として 年次以降に学科が指定した基礎科目、グローバル教育科目及びイノベーション教育科目の中から 単位以上を履修すること。

（注３）外国人留学生においては、日本語科目を外国語科目に代替できる。

（注４）外国語科目計 単位（都市社会共生学科）又は、 単位（都市社会共生学科以外）のうち 単位までは、学科の指定した英語による授業科目で算入することができる。

（注５）初修外国語は原則、実習１と実習２がセットにならないと卒業に必要な外国語の単位には算入されない。詳細は全学教育科目履修案内を参照すること。

【【学学部部教教育育科科目目】】 年年度度のの入入学学生生にに適適用用すするる履履修修基基準準表表 （（数数字字はは単単位位数数））

基礎

演習

科目

リテ

ラシ

ー科

目

学部共通科目

（基幹知科目）

専門基礎

科目

専門

科目

学部教育

科目合計

総総計計
（（全全学学教教育育科科目目とと

学学部部教教育育科科目目のの

合合計計））

都市

科学

の基

礎

グロー

バル・ロ

ーカル

関連

リスク共

生関連

イノベーシ

ョン関連

ソーシャ

ルプラクテ

ィス関連

都市社会共生

学科
以上

科目

以上

科目

以上

科目

以上

選択

（ 以上 ）
以上

建築学科 以上
科目

以上

科目

以上

科目

以上

選択

（ 以上 ）
以上 以上

都市基盤学科
以上

以上
科目

以上

科目

以上

科目

以上

選択

（ 以上 ）
以上 以上

環境リスク共生

学科
以上

科目

以上

科目

以上

科目

以上

選択

（ 以上 ）
以上 以上

・学部共通科目の「グローバル・ローカル関連」、「リスク共生関連」、「イノベーション関連」の欄は、単位数ではなく科目数であることに注意すること。

・都市社会共生学科は、学部教育科目のうち２単位以上は、各年度に指定する英語関連科目を修得すること。

・建築学科・都市基盤学科・環境リスク共生学科は、学部教育科目のうち２単位以上は、英語関連科目を修得すること。

・必ず各学科のページでも詳細を確認すること。
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２２．．学学部部共共通通科科目目（（基基幹幹知知科科目目））
都市科学の基幹知を学ぶ学部共通科目（基幹知科目）については、必修科目３科目３単位とグローバル・ローカル関連科目２

科目以上、リスク共生関連科目２科目以上、イノベーション関連科目２科目以上、ソーシャルプラクティス関連科目０単位以上を含

む合計１４単位以上を修得すること。

科目区分 授業科目の名称 配当年次 単位数
備考

必修 選択必修

学

部

共

通

科

目

都市科学の

基礎

都市科学 （グローバル・ローカル） １ １   
都市科学 （リスク共生） １ １   

都市科学 （イノベーション） １ １   

グローバル・

ローカル

関連科目

地域連携と都市再生 【ヨコハマ地域学】 １  ２  

地域連携と都市再生 【かながわ地域学】 １  ２  

都市社会基礎論 １  ２  

社会調査法 （注１） ２  １  

社会調査法 （注１） ２  １  

ＧＩＳによる地域解析概論 ２・３・４  ２  

都市リスクの空間分析とマネジメントＡ ２・３  １  

建築芸術史論Ａ ２・３・４  １ (＊) 
建築芸術史論Ｂ ２・３・４  １ (＊) 
都市基盤構造力学 １  １  

都市基盤材料複合力学 ２  １  

計画と ｓ （注１） １・２・３・４  ２  

（注２） １・２・３・４  １ 英語 

（注２） １・２・３・４  １ 英語 

リスク共生

関連科目

生態リスク学入門 （注１） １  １  

高齢社会とリスクＡ （注１） ２  １  

都市環境リスク共生論Ａ ２  １  

居住空間の計画Ⅰ ２  １  

居住空間の計画Ⅱ ２  １  

都市基盤水理学 ２  １  

都市基盤土質力学 ２  １  

都市基盤安全学入門Ⅰ １  １  

リスク心理学入門Ⅰ ２  １  
リスク心理学入門Ⅱ ２  １  

（注２） １・２・３・４  ２ 英語 

イノベーション

関連科目

都市基盤計画論 １  １

グローバルビジネスとイノベーションＡ （注３） ３  １  

建築と都市のメディア・デザイン ３・４  ２  

社会デザイン・フューチャーセッション ２・３  １ (＊) 
都市生態学 １  １  

ジェンダーと共生（開発） ２  １  

ジェンダーと共生（文化） ２  １

建築と社会のデザイン １・２・３・４  １

（注２） １・２・３・４  １ 英語

ソーシャル

プラクティス

関連科目

地域課題実習Ⅰ １・２・３・４  １

地域課題実習Ⅱ １・２・３・４  １  

都市科学Ｓ（ソーシャルプラクティス） １・２・３・４  １  

（※）配当年次は今後変更される可能性もあるため、年度ごとに配布される時間割表を必ず確認すること。／(＊)  建築学科の学

生はB4ページの履修年次を参照すること。／（注１） 年度以降の開講は未定。／（注２）履修に必要な語学要件があります。詳細

はシラバス等で必ず確認すること。／（注３） 年度以降の開講は未定。
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２２．．学学部部共共通通科科目目（（基基幹幹知知科科目目））
都市科学の基幹知を学ぶ学部共通科目（基幹知科目）については、必修科目３科目３単位とグローバル・ローカル関連科目２

科目以上、リスク共生関連科目２科目以上、イノベーション関連科目２科目以上、ソーシャルプラクティス関連科目０単位以上を含

む合計１４単位以上を修得すること。

科目区分 授業科目の名称 配当年次 単位数
備考

必修 選択必修

学

部

共

通

科

目

都市科学の

基礎

都市科学 （グローバル・ローカル） １ １   
都市科学 （リスク共生） １ １   

都市科学 （イノベーション） １ １   

グローバル・

ローカル

関連科目

地域連携と都市再生 【ヨコハマ地域学】 １  ２  

地域連携と都市再生 【かながわ地域学】 １  ２  

都市社会基礎論 １  ２  

社会調査法 （注１） ２  １  

社会調査法 （注１） ２  １  

ＧＩＳによる地域解析概論 ２・３・４  ２  

都市リスクの空間分析とマネジメントＡ ２・３  １  

建築芸術史論Ａ ２・３・４  １ (＊) 
建築芸術史論Ｂ ２・３・４  １ (＊) 
都市基盤構造力学 １  １  

都市基盤材料複合力学 ２  １  

計画と ｓ （注１） １・２・３・４  ２  

（注２） １・２・３・４  １ 英語 

（注２） １・２・３・４  １ 英語 

リスク共生

関連科目

生態リスク学入門 （注１） １  １  

高齢社会とリスクＡ （注１） ２  １  

都市環境リスク共生論Ａ ２  １  

居住空間の計画Ⅰ ２  １  

居住空間の計画Ⅱ ２  １  

都市基盤水理学 ２  １  

都市基盤土質力学 ２  １  

都市基盤安全学入門Ⅰ １  １  

リスク心理学入門Ⅰ ２  １  
リスク心理学入門Ⅱ ２  １  

（注２） １・２・３・４  ２ 英語 

イノベーション

関連科目

都市基盤計画論 １  １

グローバルビジネスとイノベーションＡ （注３） ３  １  

建築と都市のメディア・デザイン ３・４  ２  

社会デザイン・フューチャーセッション ２・３  １ (＊) 
都市生態学 １  １  

ジェンダーと共生（開発） ２  １  

ジェンダーと共生（文化） ２  １

建築と社会のデザイン １・２・３・４  １

（注２） １・２・３・４  １ 英語

ソーシャル

プラクティス

関連科目

地域課題実習Ⅰ １・２・３・４  １

地域課題実習Ⅱ １・２・３・４  １  

都市科学Ｓ（ソーシャルプラクティス） １・２・３・４  １  

（※）配当年次は今後変更される可能性もあるため、年度ごとに配布される時間割表を必ず確認すること。／(＊)  建築学科の学

生はB4ページの履修年次を参照すること。／（注１） 年度以降の開講は未定。／（注２）履修に必要な語学要件があります。詳細

はシラバス等で必ず確認すること。／（注３） 年度以降の開講は未定。
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３３．．都都市市科科学学部部学学科科指指定定科科目目
都市科学部では、学部や学科が独自に科目区分を指定する科目がある。

１．グローバル教育科目（国際交流科目）の都市科学部における扱い

２．高度全学教育指定科目（全学教育科目）

３．外国語科目（全学教育科目）に算入できる指定科目

４．英語関連科目（学部教育科目）

各指定科目の内容は、それぞれの説明を読むこと。

１１．．ググロローーババルル教教育育科科目目（（国国際際交交流流科科目目））のの都都市市科科学学部部ににおおけけるる扱扱いいににつついいてて

都市科学部においては、グローバル教育科目（国際交流科目）の扱いが他の学部と異なる。

全学教育科目履修案内においてグローバル教育科目（国際交流科目）として掲載されている科目であっても、学部教育科目や

基礎科目として扱う科目があるため、これらの科目を履修する場合は、別途配布する資料の表により、都市科学部における科目

区分を確認すること。また、年度により科目が変更になる場合があるので、必ず履修登録を行う年度の科目を確認すること。

２２．．高高度度全全学学教教育育指指定定科科目目（（全全学学教教育育科科目目））

高度全学教育指定科目は、全学教育科目の中から学科が指定した基礎科目、グローバル教育科目及びイノベーション教育

科目の中から 単位以上を 年次以降に履修する必要がある。（都市科学部履修案内 ページ、「１．履修基準表」の注２）

以下に示す科目の単位を 年次以降に修得した場合は、高度全学教育指定科目を履修したものと扱う。

※学部共通科目（基幹知科目）のソーシャルプラクティス関連科目である「地域課題実習Ⅰ～Ⅱ」には連続した内容となる「地域課題実

習Ⅲ～Ⅵ」があります。これらの科目を 年次以降に修得した場合はイノベーション教育科目として高度全学教育指定科目に含まれま

す。

都都市市社社会会共共生生学学科科

科目区分 科目名

基礎科目 すべての基礎科目

グローバル教育科目

「世界事情科目」及び別紙「グローバル教育科目（国際交流科目）の都市科学部における扱いにつ

いて」の表の中で、都市科学部における科目区分が「グローバル教育科目（国際交流科目）」となっ

ている科目

イノベーション教育科目
「技術革新思考（領域）」、「社会実装戦略（領域）」及び「キャリア形成実践知（領域）」のうち、ナン

バリング 及び 番台の科目

建建築築学学科科

科目区分 科目名

基礎科目 すべての基礎科目

グローバル教育科目

「世界事情科目」及び別紙「グローバル教育科目（国際交流科目）の都市科学部における扱いにつ

いて」の中で、都市科学部における科目区分が「グローバル教育科目（国際交流科目）」となってい

る科目

イノベーション教育科目
「技術革新思考（領域）」、「社会実装戦略（領域）」及び「キャリア形成実践知（領域）」のうち、ナン

バリング 及び 番台の科目
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都都市市基基盤盤学学科科

科目区分 科目名

基礎科目 すべての基礎科目

グローバル教育科目

「世界事情科目」及び別紙「グローバル教育科目（国際交流科目）の都市科学部における扱いにつ

いて」の表の中で、都市科学部における科目区分が「グローバル教育科目（国際交流科目）」となっ

ている科目

イノベーション教育科目
「技術革新思考（領域）」、「社会実装戦略（領域）」及び「キャリア形成実践知（領域）」のうち、ナン

バリング 及び 番台の科目（ただし、地域・都市計画は除く）

環環境境リリススクク共共生生学学科科

科目区分 科目名

基礎科目 すべての基礎科目

グローバル教育科目

「世界事情科目」及び別紙「グローバル教育科目（国際交流科目）の都市科学部における扱いにつ

いて」の表の中で、都市科学部における科目区分が「グローバル教育科目（国際交流科目）」となっ

ている科目

イノベーション教育科目
「技術革新思考（領域）」、「社会実装戦略（領域）」及び「キャリア形成実践知（領域）」のうち、ナン

バリング 及び 番台の科目（ただし、地域・都市計画は除く）
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都都市市基基盤盤学学科科

科目区分 科目名

基礎科目 すべての基礎科目

グローバル教育科目

「世界事情科目」及び別紙「グローバル教育科目（国際交流科目）の都市科学部における扱いにつ

いて」の表の中で、都市科学部における科目区分が「グローバル教育科目（国際交流科目）」となっ

ている科目

イノベーション教育科目
「技術革新思考（領域）」、「社会実装戦略（領域）」及び「キャリア形成実践知（領域）」のうち、ナン

バリング 及び 番台の科目（ただし、地域・都市計画は除く）

環環境境リリススクク共共生生学学科科

科目区分 科目名

基礎科目 すべての基礎科目

グローバル教育科目

「世界事情科目」及び別紙「グローバル教育科目（国際交流科目）の都市科学部における扱いにつ

いて」の表の中で、都市科学部における科目区分が「グローバル教育科目（国際交流科目）」となっ

ている科目

イノベーション教育科目
「技術革新思考（領域）」、「社会実装戦略（領域）」及び「キャリア形成実践知（領域）」のうち、ナン

バリング 及び 番台の科目（ただし、地域・都市計画は除く）

12 

３３．．外外国国語語科科目目（（全全学学教教育育科科目目））にに算算入入ででききるる指指定定科科目目

全学教育科目で修得する必要のある外国語科目合計 単位（都市社会共生学科）又は 単位（建築学科、都市基盤学科

及び環境リスク共生学科）のうち卒業に必要な英語科目、初修外国語に必要な単位を取得した上で、 単位までは、学科の指

定した以下の英語による授業科目で算入することができる。（都市科学部履修案内 ページ、「１．履修基準表」の注４）これらの

科目を外国語科目に算入した場合は、科目区分が外国語科目に変更され、元の科目区分としては算入されない。

外国語科目として算入する場合は、当該科目の単位を取得した後に都市科学部学務係に申し出ること。

都都市市社社会会共共生生学学科科

・別紙「グローバル教育科目（国際交流科目）の都市科学部における扱いについて」の表の中で都市科学部が「グローバル教

育科目（国際交流科目）」として扱う科目の中から 単位まで算入することができる。

・次項の４．英語関連科目で指定した科目から 単位まで算入できる。

ただし、外国語科目として算入した科目は、英語関連科目に算入できなくなるので注意すること。

建建築築学学科科、、都都市市基基盤盤学学科科、、環環境境リリススクク共共生生学学科科

・別紙「グローバル教育科目（国際交流科目）の都市科学部における扱いについて」の表の中で都市科学部が「グローバル

教育科目（国際交流科目）」として扱う科目の中から 単位まで算入することができる。

４４．．英英語語関関連連科科目目（（学学部部教教育育科科目目））

都市科学部の学生は、学部教育科目のうち学科の指定した以下の科目を 単位修得する必要がある。都市社会共生学科で

は英語を使用または英語のテキストを中心的に用いる科目を、建築学科、都市基盤学科、環境リスク共生学科では、英語で開講

されている科目を指定している。

※都市社会共生学科の英語関連科目は別紙、掲示等を毎年度確認すること。

都都市市社社会会共共生生学学科科

科目区分 科目名

学
部
教
育
科
目

学部共通科目

演習科目（ローカル

／グローバル科目）

空間文化論演習Ⅱ

東アジア都市社会論演習Ⅰ

東アジア都市社会論演習Ⅱ

差異と共生

現代芸術論演習Ⅰ

現代芸術論演習Ⅱ

ヨーロッパ都市文化史演習Ⅰ

ヨーロッパ都市文化史演習Ⅱ

関連科目
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科目区分 科目名

学
部
教
育
科
目

関連科目

※※上上記記以以外外にに年年度度毎毎にに指指定定すするる英英語語関関連連科科目目ががああるるののでで、、必必ずず年年度度当当初初にに配配布布さされれるる別別紙紙もも参参照照すするるこことと。。

建建築築学学科科

科目区分 科目名

学部共通科目

専門関連科目

建築プレゼンテーション

建築実践英語

建築実践英語

都都市市基基盤盤学学科科

科目区分 科目名

学部共通科目

専門関連科目

環環境境リリススクク共共生生学学科科

科目区分 科目名

学部共通科目

専門科目

環境政策（英語）

※（注） 年度以降の開講は未定



13 

科目区分 科目名

学
部
教
育
科
目

関連科目

※※上上記記以以外外にに年年度度毎毎にに指指定定すするる英英語語関関連連科科目目ががああるるののでで、、必必ずず年年度度当当初初にに配配布布さされれるる別別紙紙もも参参照照すするるこことと。。

建建築築学学科科

科目区分 科目名

学部共通科目

専門関連科目

建築プレゼンテーション

建築実践英語

建築実践英語

都都市市基基盤盤学学科科

科目区分 科目名

学部共通科目

専門関連科目

環環境境リリススクク共共生生学学科科

科目区分 科目名

学部共通科目

専門科目

環境政策（英語）

※（注） 年度以降の開講は未定

14 

科目区分 科目名

専門科目
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４４．．他他学学部部開開放放科科目目及及びび 科科目目
他他学学部部開開放放科科目目

他学部が全学開放科目として提供する科目を履修することができる。修得した単位は増加単位として扱われ、卒業単位として

算入することはできない。各学部の授業科目及び履修上の注意については都市科学部学務係に問い合わせること。

科科目目

科目とは、英語と日本語を共通言語として学士号を取得できるグローバル教育プログラムであ

る「 （ ）」が開設する英語による

授業科目である。主に 学生や本学と協定を結んでいる外国からの短期交換留学生が履修して

いるが、英語レベルが一定以上の日本人学生も履修することができる。この 科目は、都市科学部

においては、一部、基幹知科目や専門科目、英語関連科目として扱われる。なお、本履修案内に記載されていない

科目を履修する場合は、履修登録期間前に、都市科学部学務係に申し出ること。ただし、本履

修案内に記載がない科目は、増加単位として扱われ、卒業に必要な単位に算入されない。

５５．．学学部部学学生生にによよるる大大学学院院開開講講科科目目受受講講ににつついいてて

卒業研究着手資格を有する都市科学部学生は、各学科の教務担当教員の指導のもとに、大学院環境情報学府、大学院都市イ

ノベーション学府の各学府で定められた方法により、大学院博士課程前期科目の履修が可能である。大学院博士課程前期科目

の履修をする場合は、履修登録期間前に、都市科学部学務係に申し出ること。大学院開講科目については、都市科学部の卒業

に必要な単位且つ としての計算に含まれない。大学院入学し既修得単位認定の申請をした場合、大学院の修了に必要

な科目として認定される。

６６．．放放送送大大学学科科目目のの履履修修ににつついいてて

本学と放送大学との間で単位互換協定が結ばれているため、放送大学の授業科目を履修し、単位を修得した場合には本学の単位と

して認定する。放送大学科目の単位は、最大 単位まで全学教育科目の 単位の内数として認める。ただし、学科により卒業単位に算

入されない科目もあるため注意すること。また、横浜国立大学開講科目で既に修得した科目と重複した内容の放送大学科目を履修した

場合は卒業単位に算入されない。詳細は都市科学部学務係に相談すること。

卒業単位に算入される放送大学科目

放送大学科目

学科

基盤科目、導入科

目、総合科目
英語科目 初修外国語 最大単位数

都市社会共生学科 ２ ０ ０ ２

建築学科／都市基盤学科

／環境リスク共生学科
２ ０ ２ ２

７７．．横横浜浜市市内内大大学学間間単単位位互互換換制制度度ににつついいてて

横浜市内大学間単位互換制度とは、横浜市内にある国公私立大学が単位互換協定を結び、各大学が提供する授業科目

を相互に無料で履修できる制度である。修得した単位は全て増加単位として扱われ、卒業単位として算入することはできな

い。履修登録期間が決まっているため、詳細は都市科学部学務係に相談すること。


